








<要約>昭和60年度以降,神奈川県全域で実施した3歳児の検尿総数は52,028人であったが,

精密検査の結果,異常のあった者は,223 人(0.43%)である。また,秦野・伊勢原地区では,幼

児から老人に至るまでの一貫した腎疾患管理システムを構築することを目的として，3 歳

児に加えて 4・5 歳児の検尿を実施したが,検尿総数 11,391 人中異常のあった者は 71 人

(0.62%)であり,いずれの場合も無症候性血尿・微少血尿が多く,次いで尿路系疾患(疑い),

腎炎（擬い）等の順であった。 


